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（室蘭市経済部 観光課長）

丸田 之人

はじめよう！
オープンデータ



オープンデータって

何のためにやるの？



・経済の活性化、新事業の創出

・官民協働による公共サービスの実現

・行政の透明性・信頼性の向上

何のためにやるの？

・行政コストの削減、効率化



・EBPM（Evidence Based Policy Making）

証拠に基づく政策立案

何のためにやるの？

政策立案で、データを活用しない行政は、
医者が検査をしないで診断するのと同じ！



オープンデータで
何ができる？



Code for X

・全国各地にCode for Xが誕生

・シビックテック

・住民自らが、地域の課題をITを使って解決する



Code for Sapporo

・お父さんやお母さんの負担を少しでも軽くしたい、
と「さっぽろ保育園マップ」を開発

・多くのコンテストで受賞

・全国に広がり、各地域版が多数



オープンデータの活用例

●５３７４（ゴミナシ）

●むろらん保育園マップ
https://muroran.github.io/papamama/index.html

http://muroran.5374.jp （室蘭版5374）



オープンデータの活用例

●マイ広報紙（（一社）オープン・コーポレイツ・ジャパン）
https://muroran.mykoho.jp/



オープンデータの活用例

●G-motty（地域情報カタログ） （北九州地区電子自治体推進協議会）
http://www2.g-motty.com/catalog/

http://www2.g-motty.com/catalog/


オープンデータとバスロケ

●実証実験
スマホを使ったバスロケーション、除雪車ロケーションの実証実験を東京大学、道南バス、
室蘭市で実施中。
・ワークショップから、時刻表がわかりにくいなどの声が多く出された。
・バスを使いやすくして、地域の足を守りたい。

室蘭市
道南バス
東京大学

バンプレコーダー
メディアマジック

Code for Muroran

バスのリアル
タイムデータ

バス停データ

オープンデータ
として
市が公開

マッピング

パーティなど

の市民活動

実証実験

アプリ
(市民活動)

アプリ
(民間企業)

アプリ
(個人)時刻表データ道南バス 提供



防災でのオープンデータ

【活用事例の一例】

Coaido119（コエイド１１９）
http://www.coaido119.com/

東京都オープンデータ防災アプリコンテスト(2016年度)

http://opendata-portal.metro.tokyo.jp/www/contents/1491984329047/index.html

●防災分野でのオープンデータ利活用

自治体がオープンデータを公開
↓

民間、大学、市民などがアプリを作る
（ほかに地域で作られたアプリも使える場合が多い）

http://www.coaido119.com/
http://opendata-portal.metro.tokyo.jp/www/contents/1491984329047/index.html


室蘭市の防災オープンデータ

●G-motty http://www2.g-motty.com/catalog/



●ひなたGIS https://hgis.pref.miyazaki.lg.jp/hinata/

防災でのオープンデータ



●Googleマイマップ https://www.google.com/maps/d/

防災でのオープンデータ



●防災科学技術研究所 http://arcg.is/14qXXK

防災でのオープンデータ

http://arcg.is/14qXXK?fbclid=IwAR3hq21fDfQn2w7DuuItDImirGJp2-Q3OAbgUwd3pCaoZfeYubt8OqgWQYA


●防災科学技術研究所

防災でのオープンデータ



行政以外のオープンデータ

https://www.city.aizuwakamatsu.fukushima.jp/docs/20091

22400048/files/QandA.pdf

漫画「ブラックジャックによろしく」がオープンデータとして公開。

会津若松市が、職員向けオープンデータのQ&A集として使用！

会津若松QandA.pdf


どうやれば良いの？



ホームページに公開している

データ（統計など）を

「オープンデータです。」と言う！

オープンデータのはじめかた



おわり。

オープンデータのはじめかた



・ライセンスの決定

CreativeCommons4.0

政府標準規約2.0

本格的にやるときまでに・・・

・庁内ルール

・公開サイト

（北海道だと、「自治体ホームページ」

「北海道オープンデータポータル」

「北海道オープンデータプラットフォーム」

が主な選択肢）

オープンデータのはじめかた



●オープンデータの段階は５段階

今すぐできることから始めよう！（★、★★）
できれば誰でも開ける形で公開しよう！（★★★）
将来的には★★★★★を目指そう！

オープンデータの段階



ホームページまるごとオープンデータに



苦情を言われない？



オープンデータのはじめかた



オープンデータでこんなことも・・・

Facebook上で、市民の間でこんな議
論がありました。

実際は飛び地が正しい！

Google mapやYahoo地図の間違いを
発見！！



オープンデータの課題・・・



オープンデータの課題

●語彙問題
オープンデータ業界でのあるある。
自治体ごとに名称、カテゴリなどが統一されていない。
例：「津波避難ビル」と「津波避難タワー」、「地域避難所」と「屋内避難所」など呼び
方がバラバラ

●記述方法問題
同じものを表しているのに、記述がバラバラ
例： 帯広市西5条南7丁目1番地 更別村立更別小学校

帯広市西5条南7丁目1 村立更別小学校
帯広市西5南7-1 更別小

●乱立問題
同じような情報サイト、GISマップが乱立・・・。

●鮮度問題
情報の鮮度が不明・・・。



ご静聴ありがとうございました！

本講演に関するお問い合わせ：

Tel：０１４３－２５－３３２０
Mail：maruta@city.muroran.lg.jp


